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科目取消/算入区分変更の留意点について（商学部） 

 

登録決定科目（商学部設置科目）の取消と他箇所・他機関設置科目の算入区分（非算入→算入）変更は、Web

申請にて行います。以下の内容をよく読み、十分に注意事項等を理解した上で、Web 申請を行ってください。 

 

１． 科目取消における注意事項 

◆ 自動登録科目を除く登録決定科目のうち6単位を上限に取消可能です。システム上、6 単位を

超えて取消申請をすることができてしまいますが、上限を超えて科目取消申請をした場合、上限単位数に収ま

るまで取消申請が無効になります。自身の意図した科目が取消できなくなる可能性がありますので、必ず 6 単

位の範囲内で申請を行ってください。 

◆登録決定科目は一度取り消すと登録データが消えてしまい、再度登録決定に戻すことはできませんので、「科

目取消」ボタンをクリックする際は十分注意してください。 

◆商学部以外の科目を取り消すことはできません。 

◆取消申請後に登録制限単位や曜日時限に空きがある場合、登録申請期間中であれば別の科目の登録申請をする

ことが可能です。 

 

２． 算入区分変更における注意事項 

◆今学期登録が決定した他箇所・他機関設置科目のうち、非算入（自由科目）として登録された科目について、

登録制限単位数(半期、年間)、および、他箇所・他機関設置科目の卒業算入上限単位数を超えない範囲におい

て、科目区分の変更が可能です。 

◆逆の変更（算入→非算入（自由科目））はできません。 

◆算入区分変更の結果、登録制限単位数オーバーとなった場合、申請前の科目区分（自由科目）に戻されます。 

◆他箇所・他機関設置科目には、以下の通り入学年度に応じた卒業算入上限数が定められています。卒業算入上

限数をオーバーして卒業算入することはできません（オーバーした科目は自由科目扱いとなります）。 

学部要項適用年度 他箇所・他機関設置科目 卒業算入上限単位数 

２０１０～２０１３年度 ２０単位 

２０１４年度以降 １６単位 

◆保健体育科目は、登録制限単位数が「半期２単位」、また卒業算入は「通算４単位」までとなっています。こ

の上限をすでに満たしている場合は、算入区分の変更はできません（オーバーした科目は自由科目扱いとなり

ます）。 

◆科目区分変更を複数申請したものの、算入上限単位数に照らして一部の科目しか算入区分の変更ができない場

合、算入区分が変更となる科目はランダムに決定されます。 

◆ご自身の登録制限単位数および卒業算入上限単位数をあらかじめよく確認した上で、上限を超えないよう申請

を行ってください。 

以上 


